
◆発明概要と利点 

 本発明者らは、ピーマンあるいは米糠（その中でも皮）から高分子物質を効率的

に抽出し、この高分子物質を細胞レベル・動物レベルで評価したところ、抗ウイル

ス活性を有することがわかりました。 

 
 細胞レベルで評価した結果、自然免疫を賦活化している 
       マウスの細胞に今回抽出した高分子物質を添加したところ、自然免疫に関係

する遺伝子群が増加（図１）していることがわかりました。このことから体内
の自然免疫が賦活化していることが示されました。 

 
 動物レベルで評価した結果、強い抗ウイルス活性を示している。 
    高分子物質を経鼻で予備的に投与し、致死量相当のインフルエンザウイル

スに感染させたマウスモデルで検証したところ、強い抗ウイルス活性を示す（
図２）ことがわかりました。また経口投与でも同様の結果を得ています。この
事からこの高分子物質は体内の免疫力を上げることでウイルスに対して防御す
ることがわかりました。 
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種々の植物中に含まれる「高分子物質」がヒト体内の自然免疫を
賦活化し、その結果、各種ウイルスに対する予防効果があること
を見出しました。 

◆背景 

 従来技術では、種々のウイルス感染に対して共通に効果のある予防法・治療法が

無く、一部のウイルス（C型肝炎ウイルス）ではインターフェロン療法がおこなわ

れていますが、副作用などの問題から予防的に用いることは困難でした。また、化

学合成した2本鎖核酸であるpoly(I:C)を使ってヒト体内の自然免疫を賦活化するこ

とが出来ますが、過剰量投与による毒性などの課題がありました。 

◆適応分野 

• 点鼻薬スプレー 

• トクホなどの機能性・ 

• 健康食品 

• サプリメント など 

◆希望の連携形態 

• 実施許諾（非独占/独占） 

• オプション（非独占/独

占） 

 

※本発明は京都大学から特許

出願中です。 

図1. 本発明で得られた高分子物質をマウス細胞に添加した場合のインターフェロン関連遺伝
子群の増加量 

図2. 本発明で得られた高分子物質を予防的に経鼻投与し、致死量のインフルエンザウイルスを
添加した時の生存曲線および体重減少 
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